感染して はまず いと 思い、 ジュ ウタン をし いて 別に 

床 をと つて、 寝た ようです が、 しづに 夫婦関係 は ど 

うかと たずねた ところ、 ふつうに つとめて いると 

い、、 そんな こと は 聞く もので はない といわれ まし 

た。 しづ は 神経質で 気に入らない 時 は 私の 顔 を 見る 

の もい や だとい う ほどでした。 

羽 山が 家 を 出て 後、 吉野 氏と 羽 山が 一し よに 参り、 

吉野氏 は 私 を 馬鹿野郎 よばわりし 三十 万円 出せと 

い、 ました。 

羽 山留吉 (当時 三十 歳) の 供述 



結婚の 当日、 夫婦の 交り を 一 回 だけ 致しました。 

その 時、 しづ は 男女の 交りの 経験 はない ようでした。 

また 交り を 結ぶ に 当って 不同意 を 示した こと はあり 

ませんで した。 私 はい ままでに 異性と 関係した こと 

は ございま せんが、 夫婦の 交り はでき ました。 

二日 目 しづ は 身体が わるい とい ゝ、 床 は 二 枚し き、 

交り を 要求す ると 被告 はさけ ました。 (中略) 私 は 

父 は 亡く、 母 はあります。 

財産はありません. 中 山の 方に は 財産 も あり、 た 

しか、 山林が あると 聞いて いました。 しづが 私の 方 

へ 来れば い つで も 引きと ります。 



中 山 しづ (当時 二十 九 歳) の 供述 

見合いの 時、 同じ 商売だった ので、 相手 は 何もな 

いけれ ど、 結婚し ようと 思いました。 

挙式 当日、 羽 山の 義兄の 家へ 行った ところ、 先方 

は 少し 酔って いて、 

「男の バ 力と 女の 利 巧 はちょう ど 同じ だ、 生活力で 

は 男に はかなわない の だから、 夫 を 大事に しろ」 「亭 

あかえ ぼし 

主の 好きな 赤 烏帽子と いう 意味 を 知ってい るか」 な 

どと いわれ、 あんな 風に 私が 侮辱 されても、 羽 山 は 

何ともい つ て くれないの かとさび しく 思いました。 



結婚の 最初の 日 は 夫婦の 交り をし ました。 二日 目 

は 一緒にね ましたが、 体の 具合が 悪かった ので 夫婦 

の 交り は 断りました。 出血が ひどく、 はじめは 夫婦 

の 交りの ためで あると 思って いました が、 それが 五 

日ば かりつ、 V きました ので、 月の もの だと わかり ま 

した。 私 は それまで 男の人と 交り をした こと はあり 

ません。 私が 別室に ねたの は 五日 目 位 かと 思います 

が、 それ は 羽 山が 下痢 をして いたから です。 (中略) 

仲人の 新 堀の 奥さんが きて 「羽 山 を 好き かどう かそ 

れ だけ 聞かして くれ」 といわれた 時、 私 はこん な 状 

態で は 愛情が もてない とい、 ました。 羽 山と 話 を も 



どす こと は 全然、 考えて いません。 

判決 

「主文」 

被告 は 原告に 対し、 金 三 万円 を 昭和 二十 三年 十月 

二十日 以降、 年 五分の 利息と 共に 支払う こと を 要す。 

原告の その 余の 請求 はこれ を 棄却す る。 訴訟費用 は 

これ を 十分し、 その 一 を 被告の 負担と し、 その他 を 

原告の 負担と する。 

「理由」 

(前略) 原告 は 本件 予約 を 解除す る 正当の 権能 を 有 



し、 しかして、 さらに 原告 は 被告に 対し 損害賠償 を 

求める ことができる。 右 損害 は 金 三 万円と 認定す ベ 

きもので ある。 

けだし、 原告 本人の 供述に よれば、 原告 は クリ— 

ニン グ 請負に よ つて 月 約 三 万円の 収入 を あげてお り 

純益 は その 五 割で、 原告 は 本件 婚姻 予約の ため、 ほ > 

一 一ヶ月 休んで 原 業に 復 したる こと を 認める ことが で 

きる からで ある。 

原告 は 慰藉料 金 一 一十 万円 を 請求して いるが、 慰藉 

料 を 請求し 得る の は 女子の みで、 男子 はこれ を 請求 

し 得ない。 これ、 女子の 貞操 喪失すな わち その 純潔 



の 喪失に 対する 社会的 評価と 男子の 童貞の 喪失に 対 

する それとの 相違に もとづく もので、 これ を 同一に 

評価す る こと は 法律上 妥当で ない。 

よって、 当 裁判所 は 原告の 本訴 請求 中、 金 三 万円 

の 損害賠償の 部分 を 理由 ある ものと して 容認し、 そ 

の 余の 部分、 および 慰藉料 請求 は 失当と して、 これ 

を 排斥す る。 (東京 地方裁判所 民事 第 一 部、 裁判官、 

安武 東 一 郎) 

この 判決に 対して 二三 反対の 言葉 を 新聞紙 上 で 見た 

記憶が ある。 誰か 女の人の 側で、 男女同権 にもと ると 



ある けれども、 亭主が 伝染病に な つ た 時に も 真に カイ 

ホウす る 者 は その 妻女で ある、 という、 これ は 規則 や 

法律で はなく、 単なる 巿 井の 通俗 人情に すぎない けれ 

ども、 かかる 通俗 人情が 完璧に そなわらない 純粋 理性 

的 細君と いうのに 対して は、 その 亭主た る 者 は 彼女 を 

いかに モテ ナスべき であるか？ かの イマヌエル • 力 

ン ト氏 すら 純粋 理性 を 哲学的に は モ テナ ス h J とがで き 

て も、 すでに その 細君に は 散々 だつ たんだ からね。 わ 

が 哀れな クリ ー ニン グ氏 がいかに モ テナ シに窮 し、 ま 

た、 日夜 モ テナ シに 腐心す ると ころが あつたか。 女と 

は何ぞ や！ 彼氏 はついに かかる 大 いなる 疑問に つい 



中 山 しづ 女の 答弁 書に 曰く、 

「羽 山 は なぜか 夫婦の 行事 をな さず 特に 新婚の 楽しみ 

なる もの をな さしめ なかった。 しづ は 処女に して、 夫 

婦の 行事が いかなる もの か、 いかにして 行う か を 知ら 

ず、 自ら 要求す る 術 も 知らず、 むしろ これらの 事柄 は 

男子た る 羽 山が 積極的 に 指導し 愛撫す べき こと は 争う 

ベ からざる 公知の 事実で ある。 それ にも拘らず 原告 は 

故意に それらの 指導 をな さず、 温く 抱擁す る こと もな 

く、 いわば 木石の 如き 態度で 新妻に 接し もって 処女 を 

犯した」 (下略) 

名文 だね。 争うべからざる 公知の 事実 だ。 そうだ。 



れは 法律 じゃァ 解けそう もない ねえ。 大岡越 前 かなん 

か 粋な 旦那が いて、 原告の ポケットの 中へ そッと チヤ 

タ レイ 夫人で も 忍ばせて やる のが ォチ であろうが、 す 

ると 忽ち どこから ともなく 検事が 現れて、 ワイセ ッ文 

書 ハン プの 罪と いう カド によ つ て 越 前 守が からめとら 

れて しまう。 クヮ バラ。 クヮ バラ。 

一 晚に七 万 四千 円 飲んだ か 飲まない かとい 

う 話 

新興 喫茶で ボラれ たという 杉 山 博 保 (三十 一 歳) 



はなかった ようです。 女給 だって、 引っぱつ ちゃ、 

いません よ。 あんな 客 は 相手に しません、 むこう か 

ら、 「遊ばせて くれ」 ともち かけて きたんです。 だか 

ら、 三十 万 もってい るの 何のと 強がって いたんです 

が、 どうも 信用が できない。 恐る恐る 出して た ほど 

です。 それでも キャッチ にな るんで すから ね。 街頭 

に 立つ のが、 そ も/ \ いけない というの です。 

勘定 はき ちんと しています。 それ は 公安委員会で 

お 客 も 認めて います。 帰る と、 その 足で、 交番へ 行つ 

たんです からね。 卑怯な お 客です。 後味が 悪いです 

よ。 



近頃 は タチの 悪い 客が 多くな りました よ。 散々 の 

ん でから、 「キャッチ したじ やない か、 警察へ 行 こ 

う」 つて 調子、 こっち は 弱い 立場です からね。 キヤ ッ 

チに 出なければ、 商売に ならない 状態なん です。 し 

かし 女給の すじ はい ゝん です。 有夫が 三 割、 未亡人 

が 二割、 あと は 独身です が 親 を 養ったり、 兄弟 を 学 

校へ やったり する 感心な 人が 多く、 みんな 生活の た 

めです よ。 悪 どい こと を するとい う 話 も 聞かないで 

はありません が、 よく/ \ の ところです。 

しかし、 大体、 新興 喫茶で、 女の子に サ ー ビス さ 

せて おきながら、 ノミ屋 なみの 勘定です まそうと す 



賊の 商法 は 酔っ払い 以上に 取締るべき では あるまい か 

ね。 

日本の 盛り場に は 山賊が 多すぎる よ。 愚連隊の アン 

チャン。 その また 上の ボス。 それから 山寨を かまえて 

pn をうる 商法。 

私の ように 自業自得 を 心得、 承知で 愚 をく り 返す 人 

間 はよ ろしい けれども、 ふだん は 善良な 集金人 的 人物 

に 限って 酒が 好きで、 酒 をのむ と 気が 大きくな つて ガ 

ラリと 一変 するとい うような 人 は 気の毒で すよ。 自業 

自得に は 相違ない が、 盛り場の 粛清に よって、 自業自 

得の 苦しみの 何 割か を 減らす ことができる であろう。 



備 反対論にまで 発展 させて 論争 を 終えて 帰え つたが、 

翌日に な つ て 見たら この ことが 村 中に 尾 ひれが つ い 

て 広まり、 "小山 田 は 天皇 様 を 馬鹿と 言った、 どうも 

前から おかしい と 思って いたが、 もう 奴 は 共産党に 

間違いない、 あんな 奴 は 村から 追 出せ， と言う 非難 

がごう/ \、 そして 毎晩の 様に 遊びに 来て いた 青年 

や、 中、 高校生 達 を、 〃あんな 奴の 処へ 遊びに 行く と 

赤く 染まる から 行くな〃 と 停め、 会社にまで 転勤 を 

要請して 来たから 驚く じゃあ 有りません か、 (申 遅 

れ ましたが 私 は 共産党 は 好きで はなく、 真の 思 想 的 

の 自由主義者 であり 度い と 願って います。) こんな 



非難 は 私 は 馬鹿らしくて 相手に できません し、 会社 

も 労組 も 私と 言う 人間 を 知ってい るので、 時が こん 

な 下らん うわさ は 解決す るだろう と、 無視して 呑気 

に 構えて いたので すが、 田舎の 人の しっこ さは 予想 

外でして ね、 私 を 落し 入れる 好機 を ねらって いたの 

です、 そして 電 産の レッド. パ —ジの 時には この 時 

こそと 策動した のです が、 勿論 これ も 駄目、 そして 

私の 多 血 症 を ねらって か、 或る日、 〃明日 県道 修理の 

義務 人夫に 出ろ、 出られなければ 皆に お茶 菓子 代 を 

買え" と 言って 来たので す。 この 様な こと は 私が こ 

の 土地に 来る まで は 毎月 一回 位あった のです が、 私 



私の場合 だけ 問題に したの は 私が 他処 者、 その他 何 

か あるか も 知れません が、 坂 口 氏の、 〃天皇 はお 人 好 

かも 知れない が、 聡明な 人間で はない， との 言を受 

売りした のが 最大の 原因です。 

こんな 田舎の チッ ボケな 出来事 貴方方に は 興味が 

ないか も 知れません が、 私 は 書く 事に 依ってい い 様 

のない 憤りが 静まる 様な 気がした ので 書いて 見 まし 

た。 

私 はこの 事に 付いて 坂 口さん の ご 感想 をう けた ま 

わり 度い と は 思います が、 お 多忙で しょうから 遠慮 

^^します 



よく 働く ことによって その 人 を 尊敬し、 それによ く 

報いる という 習慣が 確立す ると、 社会 は 健全になる ね。 

日本に は 人の 労に 報いる 言葉 のみが 発達し、 多種 多 

様、 実に 豊富で ありすぎ るよ。 そういう 言葉 は 一 ッで 

よいの だ。 ただ 「ァ リガ トウ」 さ。 そして 常に それに 

相当の 報酬 をすべき である。 何も 靴 ミガキ に 百 円 やる 

ことはないです よ。 宿屋の 番頭に 千円 も にぎらせる こ 

とはないです よ。 バカバカしい 報酬 はやる もんじ やな 

ヽ o 

レ 

物事 は その 価値に 応ずべき で、 労力 もむ ろんそう だ。 

物質 を 軽んじ、 精神 を 重んじる という 精神主義 によつ 



とむべき もので はない。 人に 強要され た ギセィ は、 ギ 

セィと は 別個の もので、 人 を 奴隸と 見る こと だ。 人の 

労に 言葉で 報いて 美しく すます ような こと も、 根 は 同 

じく、 封建、 奴隸 時代の 遺風 だ。 物質 を 卑しみ、 精神 

的な もの を 美しと する の も、 人間 を奴隸 的に タダ でコ 

キ使 うに 必要だった 詭弁に すぎない もの だ。 

実際 は、 物質で 処理し うる もの 全て 物質で 処理す る 

秩序が 確立す ると、 本当に 内容 充実した 礼儀 や モラル 

が 実生活の 表面へ ハツ キリ 押し だされて くるので ある _ 

即ち、 人の 勤労に は 必ず それだけの 報酬せ よと いう 習 

慣が 確立して おれば、 村の 発展 は 道路工事 にあり、 さ 



ている のです ね。 この 青年が 反抗す るの は 当然 だ。 真 

に 日本 を 愛し、 日本のより 良く 暮 しょい 国た らんこと 

を 願う 者が、 再び Y J のよう な 暗黒な 暴力 政治に お ち マ J 

みっつ ある 村 政に 反抗し なくて、 どうしょ うか。 口に 

大きな 理想 を 唱え、 天下 国家 を 論じる 必要 はない。 自 

分の 四周の 無道に 対して 抗争し、 わが 村の 民主政治が 

正し かれと 努力 すれば 足りる であろう。 

可哀 そうな 青年よ。 君の 村 は、 そんな 悲しい 暗黒な、 

暗愚な 村な のかね え。 そのような 暗愚 や 暴力に 負けた 

まうな。 村の ボスな どと 妥協した もうな。 君の 味方が、 

君の 友が、 僕 一人で ある 箬 はない。 
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